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あとがき
　日本の透析水準は高いと言われるが，透析療法の
変遷のなかでどこまで進化したのだろうか。また，
わが国は超高齢化社会を迎えており，透析患者の高
齢化も進んでいる。果たして，現在の透析療法は高
齢患者層に十分対応しているのだろうか。今回の
テーマ「透析療法の課題，展望」では，透析療法の
進歩と課題について透析患者層の変化を踏まえて
検証する。さらに，小児や腎移植後再導入患者な
ど，患者数が少ない領域における問題点や課題につ
いても掘り下げた内容である。
　総論では，血液透析・血液透析濾過（HD/HDF）
の問題点として廃棄物とエネルギー利用，透析排水
など浄化システムの問題について，PDでは透析液
の性状と合併症，残腎機能保持と溶質・除水維持に
関する問題が挙げられている。HD/HDF の各論で
は，透析液電解質組成，血液浄化器の機能と生体適
合性，HDF置換液量，適正透析の評価，透析量と効
率，長時間透析とオーバーナイト透析などについ
て，現状と課題が述べられている。PDの各論では，
総論のなかで問題点として挙げられた項目につい
て，それらの詳細が記載された。小児は PDでの腎
不全管理例が多いが，そもそも腎代替療法を施行さ
れた患者数が少なく，また，新生児や低出生体重児
や深刻な生命的・神経的予後の小児などにおける腎
代替療法のあり方など，議論となる多くの課題があ
ることがわかる。腎移植後再導入では，特に免疫抑
制薬の管理と心理的・精神的サポートの重要性が述
べられている。
　高齢者の適正透析の項に維持透析患者のアン
ケート調査結果として，高齢者・非高齢者ともに
「長生きしたい」が第 1位の希望であったことが記
載されている。少しでも透析療法の問題点が解決さ
れ，末期腎不全患者の健康寿命の延伸に向けて前進
できればと思う。
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